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１ ねらい 

 2015年から埼玉県で栽培が始まったニホンナシ品種「はつまる」は、７月上旬

から収穫が可能な良食味品種ですが、果実が小さい傾向にあります。同時期に  

栽培が始まった「甘太」は９月中旬頃から収穫が可能な高糖度品種ですが、   

収穫適期の判定が難しいことが課題です。 

 これらの課題解決のため、本研究では「はつまる」の果実重増加技術、「甘太」

では高糖度果実の安定生産技術ならびに収穫適期予測と省力的収穫技術の確立に

向けた試験を行いました。 

 

２ 研究内容 

（1）「はつまる」 

・整枝法別に果実品質を調査した結果、１年枝（以下「長果枝」という）と比較し 

２年枝以降（以下「短果枝」という）に着果した果実の果実重が大きい傾向と   

なりました。また、短果枝では長果枝よりも果形がやや腰高（円形に近い）となり

ました（表１）。 

（2）「甘太」 

・側枝ごとに１果実当たりの葉枚数を設定し、品質等を調査した結果、糖度を含

めた果実品質は葉果比に影響を受けることが示唆されました。葉果比を整理した

側枝を樹ごとに平均化した際、１果実当たりの葉枚数が平均35.2枚の樹で糖度 

並びに果実重が最も高い値を示しました（表２）。また、側枝ごとの調査では、  

糖度14度以上の果実を安定的に収穫するには１果実あたりの葉枚数が35枚以上 

必要であると推察されました（図１）。 

・収穫時期の果実硬度を調査した結果、予測式により得られた収穫予測日14日前

から果肉が軟化することが確認されました（図２）。この結果、予測式で得られた

収穫予測日と果肉硬度の変化を組み合わせ、収穫適期判定が可能となります。 

・果実の成熟状況を都度確認し収穫する方法（適期収穫）と、時期を決め一斉に

収穫する方法（一斉収穫）では果実品質に差は確認されませんでした（表３）。 

 

３ 今後に向けて 

 「はつまる」では整枝法により果実重、果形に影響が及ぶことが確認され   

ました。この結果を基に剪定・生育コントロール方法を体系的にまとめ、栽培  

指針の作成に活用します。 

 「甘太」は本研究で得た知見を基に、高糖度果実の安定生産のための適切な  

栽培方法と、省力的収穫技術を組み立てます。 
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